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大阪府堺市西区山田三丁目１０３４番２３

職員は理念に掲げている「真心＝他人のために尽くすという純粋な気持ち」を大切にし、利用者様が今何を思い何
をしようとされているのかを考えて、その時々の気持ちに寄り添う援助に心掛けています。利用者様に一日を通し
て安心して過ごして頂けるように情報の共有に努め、些細なことでも話し合ってチームで支えるケアに取り組んで
います。また、利用者様一人ひとりがその人らしく、楽しみや生きがいを持って生活して頂けるよう、散歩や買い
物、外食、お墓参り、観光等の個別の援助も行い、外出・外食援助時にはできる限り１対１で付き添えるように職員
を配置して事故の予防に努めています。利用者様が集われるリビングは家庭の温もりが感じられるような装飾に配
慮し、季節感を味わいながら適度に刺激のある生活を送って頂けるよう、手作り食やおやつに旬の食材や菜園で
育てた季節の野菜を使用したり、近隣の保育園児や中学生、大正琴、詩吟、民謡踊り、マジック等のボランティア
の方にも訪問して頂き、家族様にはその時のご様子を毎月広報誌でお知らせしています。
日常的な健康管理は医師の指示の下で看護職員が中心となって行い、透析治療や尿道カテーテル管理を要する
方等も受け入れも行っています。医療機関との連携強化を図って看取り介護にも取り組み、これまで４名の方を看
取らせて頂きました。

開設から9年が経過し全職員で現在の利用者の状況を踏まえた支援に努めている。理念に掲げている「地域と共
に」を実現するために地域との関わりを積極的に持つように取り組み、地域の行事やイベントの情報提供を受け利
用者が地域とつながりながら生活の継続ができるように努めている。サービス向上を図るために年１回は利用者
や家族にアンケートを継続しており、家族来訪時に聞き取りでアンケート調査を行ったり、利用者へもレクレーショ
ン・行事に関するアンケート調査を聞き取りで行い意見や要望を引き出すように取り組んでいる。年間行事計画で
春、秋の遠足で季節に応じた外出の機会を計画的に実施している。花見や運動会の見学、秋祭りのだんじりなど
地域に出向いて外で過ごす機会を楽しめるように支援している。普段は周辺の散歩や事業所建物横の菜園の世
話などで外で過ごし、ストレス発散や気分転換を図っている。希望のかかりつけ医の受診ができ、かかりつけ医の
往診を受けることもできるように支援している。緊急時は、24時間対応の医療機関の医師の往診も受けることがで
きるようになっており、利用者の些細な状態の変化を見逃さないように日常的な観察を十分に行い、早めの対応を
行い緊急の受診や急変につながらないようにしている。
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認知症対応型共同生活介護グループホーム杜の里 評価結果確定日平成27年4月28日

実施状況
次にステップに向け
て期待したい内容

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスとしての意義を踏ま
えた事業所理念をつくり、管理者と職員
は、その理念を共有して実践につなげて
いる

○事業所と地域とのつきあい　

　利用者が地域とつながりながら暮らし続
けられるよう、事業所自体が地域の一員と
して日常的に交流している

自己評価 外部評価

実施状況

Ⅰ．理念に基づく運営

1 1

理念は玄関や職員
室、事務所に掲示
し、職員は毎朝の申
し送り時に唱和して
いる。朝の申し送り
に参加できない遅出
職員は、出勤時に確
認するようにしてい
る。理念の持つ意味
や理念に基づいた
サービスの実践につ
いて職員会議で話し
合ったり、認知症の
勉強会の際に触れる
ようにしている。

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

2 2

盆踊りやだんじり祭
り、地域運動会等の
行事を見学させて頂
いたり、近隣の保育
園児や中学生との定
期的な交流、子ども
１１０番の登録、気
候の良い時のホーム
周辺道路の美化活動
を継続して行ってい
る。また、近隣のク
ラブ等の方に踊りや
大正琴、マジック等
でボランティア訪問
して頂いている。高
齢者クラブの方にご
協力頂き、一緒にカ
ラオケや体操を楽し
んだりもしている。

高齢者クラブや民生委員の
方とは継続的に関わりを持
ち、地域の行事やイベント
の情報提供を受け利用者が
地域とつながりながら生活
の継続ができるように得ら
れた情報をもとに地域に出
向いて交流の機会を持って
いる。地域の商店や店舗、
公共施設の利用、事業所の
周知等も地域の事業者を利
用して来訪してもらうこと
で事業所への理解を深めて
もらい交流が進むように取
り組んでいる。高齢者クラ
ブのカラオケの機械を事業
所に持ちこんでもらい地域
の方と一緒に楽しむ機会を
持っている。中学生のブラ
スバンドの来訪、中学校や
保育園の運動会へ出向いて
見学、幼稚園園児の来訪で
交流の機会もある。事業所
周辺の清掃活動の実施、堺
市のサポーター養成研修の
受講を職員が受けている。

理念は玄関・事務所の見や
すい位置に掲示を継続して
いる。開設から地域密着型
サービスとしての役割を盛
り込み具体的な支援につな
げている。理念は覚えやす
い言葉であるが、持つ意味
は深く、年度初めの研修計
画の中に理念について学ぶ
機会を持ち理解と浸透を
図っている。スタッフ会議
の機会や新入職者の研修の
機会に理念について具体的
な内容で説明を行い実践に
つなげるように取り組んで
いる。開設から9年が経過
し全職員で現在の利用者の
状況を踏まえた見直しの必
要性を感じている。全職員
で次年度に向け理念を実践
につなげることができるよ
うに具体的な取り組みを計
画中である。
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認知症対応型共同生活介護グループホーム杜の里 評価結果確定日平成27年4月28日

○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている
認知症の人の理解や支援の方法を、地域
の人々に向けて活かしている

○運営推進会議を活かした取り組み

　運営推進会議では、利用者やサービス
の実際、評価への取り組み状況等につい
て報告や話し合いを行い、そこでの意見を
サービス向上に活かしている

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を蜜に取
り、事業所の実情やケアサービスの取組
みを積極的に伝えながら協力関係を築く
ように取り組んでいる。

入居のご相談やホー
ムの見学希望にでき
るだけ柔軟に対応
し、その時点でお困
りのことがあれば、
介護保険サービスや
認知症介護について
説明させて頂き、必
要に応じて、認知症
疾患センターや認知
症専門医の情報提供
も行っている。

4 3

できるだけ多くの家
族様や地域の方に参
加して頂けるよう、
毎回ホーム便りでお
知らせしたり直接お
声掛けさせて頂いて
いる。お仕事の関係
で出席できない家族
様も多い為、会議録
を毎回郵送して内容
をご報告するように
している。会議では
行事等の活動内容や
事故報告の他、利用
者様の生活状況、運
営状況、消防訓練内
容等をご報告し、参
加者より頂いたご意
見は、良い形で実践
できるよう努めてい
る。

地域包括支援センター職
員、中学校区福祉担当者、
高齢者クラブ副会長、他の
グループホーム管理者、利
用者家族の方に参加しても
らい2ヶ月に１回開催して
いる。会議では書面で活動
報告を説明を行っている。
その他、事業所の運営状
況、介護保険の改定状況な
どの報告を行い、参加メン
バーより要望・助言・意見
が出され、サービスや運営
に反映させている。参加し
ている利用者から外出先の
提案や希望が出されてい
る。会議の議事録は地域包
括支援センターに提出する
と共に、家族にも請求書等
と一緒に郵送し、家族から
も様々な意見や提案を出し
やすいように配慮してい
る。

3

5 4

運営推進会議に地域
包括支援センターの
担当者や堺市民生委
員の方に参加して頂
いている。生活援護
課の担当者とは、通
常は電話で連絡を取
り合い、必要に応じ
て直接区役所に赴く
ようにしている。西
区や堺市全体のＧＨ
連絡会でも情報交換
を行っている。

運営推進会議の議事録は地
域包括支援センターに提出
し事業所の状況報告をおこ
なっている。昨年度実地指
導を受け、指導・助言を受
け運営に反映させている。
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認知症対応型共同生活介護グループホーム杜の里 評価結果確定日平成27年4月28日

○身体拘束をしないケアの実践

　代表者及び全ての職員が「指定地域密
着型サービス指定基準及び指定地域密
着型介護予防サービス基準における禁止
の対象となる具体的な行為」を正しく理解
しており、玄関の施錠を含めて身体拘束し
ないケアに取り組んでいる

○虐待防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防止法等
について学ぶ機会を持ち、利用者の自宅
や事業所ないでの虐待が見過ごされるこ
とがないよう注意を払い、防止に努めてい
る

○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事
業や成年後見人制度について学ぶ機会を
持ち、個々の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援している

6 5

入職時に身体拘束し
ないケアの取り組み
について説明し、定
期的な内部勉強会で
身体拘束排除につい
て話し合い、理解を
深めている。職員
は、お互いに自分達
が行っているケアが
適切であるか注意し
合って、気になるこ
とは見過ごさずに意
見交換するようにし
ている。防犯や事故
防止の為に玄関は施
錠しているが、火災
発生時等に内側から
スムーズに開けるこ
とができるタイプの
鍵に取り換えた。

8

ＧＨ連絡会に司法・
行政書士を招いて講
義して頂いたり、内
部勉強会で学ぶ機会
を持つようにしてい
る。家族様からの質
問やご相談は随時受
け付け、資料をお渡
ししたり、必要に応
じて関係機関との調
整を図るようにして
いる。

7

身体拘束に関する研
修と同時期に高齢者
虐待防止についても
研修を行い、事例演
習も取り入れるよう
にしている。また、
虐待が見過ごされる
ことのないよう、管
理者やリーダーは利
用者様の心身の状態
変化に日々注意を
払っている。

年度毎に策定している研修
年間計画に沿って身体拘束
廃止や虐待防止について学
び、理解を深めている。開
催した勉強会の報告書で計
画的な学びの機会を持って
いることが確認できる。計
画的な研修で、事業所の状
況や利用者の状況を踏まえ
現場の実践につなげやすい
内容で実施している。身体
拘束等マニュアルについて
は、年１回必ず見直し会議
を持ち議事録で見直しの必
要性、見直した内容、職員
からの意見や提案など明確
に記録として残されてい
る。言葉による拘束につな
がらないように日々職員同
士や管理者より声かけの方
法や理由を盛り込んだ言葉
かけで拘束をしないケアの
周知徹底を図っている。
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認知症対応型共同生活介護グループホーム杜の里 評価結果確定日平成27年4月28日

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約または改定等の際
は、利用者や家族等の不安や疑問点を尋
ね、十分な説明を行い理解・納得を図って
いる

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

　利用者や家族等が意見、要望を管理者
や職員並びに外部者へ表せる機会を設
け、それらを運営に反映させている

10 6

玄関に事業所内・外
の相談窓口を掲示
し、意見箱も設置し
ているが、これまで
意見箱を利用された
方がおられない為、
管理者や職員に直接
お話しして頂けるよ
う、家族様の来設時
にはできるだけ職員
よりお声掛けさせて
頂き、信頼関係作り
に努めている。家族
様からの苦情やご要
望があれば記録に残
し、まず管理者と正
社員で対応について
話し合い、解決策や
方針については職員
に通知している。利
用者様のご意見やご
要望は、日常の会話
やアンケートから聴
取させて頂き、運営
やサービスに反映で
きるよう努めてい
る。

利用料金の支払は事業所に
来訪してもらうようにして
おり、利用者との面会の機
会を持つことができるよう
して、利用者家族からの意
見や要望を出す機会を持つ
ように努めている。家族か
ら意見や要望・苦情の申し
出がある場合には、「サー
ビス向上に向けたご意見・
ご要望受付対応書」「苦情
受付書」に記載している。
年１回は利用者や家族にア
ンケートを継続しており、
家族来訪時に聞き取りでア
ンケート調査を行ったり、
利用者へもレクレーショ
ン・行事に関するアンケー
ト調査を聞き取りで行い意
見や要望を引き出すように
取り組んでいる。アンケー
ト調査の結果をまとめ、把
握した内容を踏まえて支援
や運営に反映させている。
「もりのさと便り」も発行
も毎月継続して活動予定や
事業所からのお知らせ、外
部評価受審など家族に報告
している。

9

契約の際は、内容を
全て読み合わせさせ
て頂き、理解・納得
を図っている。解約
や改定の際には書面
で示し、理解を得ら
れるよう十分な説明
を行い、不安や疑問
点についても丁寧に
お答えするよう心掛
けている。
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認知症対応型共同生活介護グループホーム杜の里 評価結果確定日平成27年4月28日

○運営に関する職員意見の反映

　代表者や管理者は、運営に関する職員
の意見や提案を聞く機会を設け、それらを
反映させている

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々の努力や
実績、勤務状況を把握し、給与水準、労働
時間、やりがいなど、各自が向上心を持っ
て働けるよう職場環境・条件の整備に努
めている

12

日頃から職員が意見
や悩みを相談しやす
い職場作りに努めて
いる。直接管理者に
言い難い時には、主
任やリーダーに相談
できる体制にも心掛
けている。個々の能
力を活かす役割分担
を図り、勤務状況や
努力を評価し、向上
心を持って働ける環
境整備に努めてい
る。

11 7

朝夕の申し送り時や
個別に意見や提案を
聴取するようにして
おり、毎月の職員会
議内でも意見交換で
きる時間を設けてい
る。次回の会議で検
討したい内容を自由
に記入できる用紙を
設置しており、必ず
その内容については
話し合うようにして
いる。また、職員が
必要と感じている物
品等についても確認
し、優先度の高い物
から購入するように
している。

職員会議や朝の申し送りの
機会に職員は自らの意見や
提案を出し結果をサービス
の質向上に反映させてい
る。普段から管理者やリー
ダーに意見や提案を出しや
すい関係が構築されてい
る。年１回は管理者が面談
を通して意見や提案を聴取
する機会もある。毎月の職
員会議には全職員が出席し
ている。管理者は各ユニッ
トでの会議の開催の必要性
も感じており、各ユニット
での課題についての話し合
い、運営やサービスに利用
者の状態や状況に合わせた
サービスの提供や運営への
反映をさせる取り組みにつ
なげるように考えている。
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認知症対応型共同生活介護グループホーム杜の里 評価結果確定日平成27年4月28日

○職員を育てる取組み
　代表者は、管理者や職員一人ひとりの
ケアの実際の力量を把握し、法人内外の
研修を受ける機会の確保や、働きながらト
レーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

　代表者は、管理者や職員が同業者と交
流する機会を作り、ネットワークづくりや勉
強会、相互訪問の活動を通じて、サービス
の質を向上させていく取組みをしている

14

西区や堺市ＧＨ連絡
会、近隣ＧＨの運営
推進会議に参加させ
て頂き、情報交換で
気付いたことを取り
入れるようにしてい
る。近隣のＧＨとは
運営やサービスに関
すること等も気軽に
相談できるネット
ワークが作れている
が、今後はその他の
介護サービス業者と
の交流も深めていき
たい。

13

勉強会の年間計画を
立てて月１回実施
し、その内容につい
ては職員からも提案
も受け付けるように
している。ＧＨ連絡
会や地域の介護施設
主催の勉強会への参
加を促したり、職員
の希望や能力に合っ
た研修が受けられる
ようサポートしてい
る。研修に参加した
職員による伝達講習
を行い、自分が学ん
だことの振り返りや
他職員への働きかけ
ができる機会を設け
るようにしている。
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認知症対応型共同生活介護グループホーム杜の里 評価結果確定日平成27年4月28日

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

○初期に築く本人との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、本人
が困っていること、不安なこと、要望等に
耳を傾けながら、本人の安心を確保する
ための関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族
等が困っていること、不安なこと、要望等
に耳を傾けながら、本人の安心を確保す
るための関係づくりに努めている

15

見学やご相談を受け
付けた際には、ご本
人や家族様、関係者
の方のお話を傾聴し
て思いを汲み取り、
家族様へのアドバイ
スやホームができる
対応を説明するよう
にしている。入居前
面談からご入居に至
るまでの間、できる
だけ安心して準備し
て頂けるよう、連絡
を取り合うように心
掛けている。

16

見学時より相談しや
すい雰囲気作りに心
掛け、家族様の思い
や不安を受け止め、
疑問点にできるだけ
丁寧にお答えするよ
うにしている。ま
た、入居後暫くの間
は家族様に電話で状
況をお伝えするよう
にしている。
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認知症対応型共同生活介護グループホーム杜の里 評価結果確定日平成27年4月28日

○初期対応の見極めと支援

　サービスの利用を開始する段階で、本人
と家族等が「その時」まず必要としている
支援を見極め、他のサービス利用も含め
た対応に努めている

○本人と共に過ごし支えあう関係

　職員は、本人を介護される一方の立場
に置かず、暮らしを共にする者同士の関
係を築いている

18

一緒に生活を楽しん
でいる者同士という
気持ちを持って頂け
るよう、利用者のこ
れまでの人生や経験
されたことを教えて
頂く姿勢を大切にし
ながら関わるように
している。職員は介
護する側が優位に立
つことのないように
注意し合って、利用
者様の能力を活かし
た役割分担を図り、
共に支え合う関係作
りに努めている。

17

あまりお話ししてく
ださらない家族様も
おられるが、入居前
よりできるだけ生活
状況や認知症々状の
情報収集に努め、ご
意向やご要望を確認
しながら緊急性や優
先順位を見極め、必
要に応じて各種制度
の情報提供や他事業
所サービスの紹介等
を行っている。

9/27



認知症対応型共同生活介護グループホーム杜の里 評価結果確定日平成27年4月28日

○本人と共に過ごし支えあう家族との関係

　職員は、家族を支援される一方の立場
に置かず、本人と家族の絆を大切にしな
がら、共に本人を支えていく関係を築いて
いる

○馴染みの人や場と関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染みの
人や場所との関係が途切れないよう、支
援に努めている

20 8

家族様のご協力の下
で、お正月等にご自
宅に戻ったり、親類
縁者の冠婚葬祭に出
席したり、大切な方
のお見舞いやお墓参
りに行くことができ
るよう援助してい
る。個別で馴染みの
場所にお連れした
り、気の合う利用者
様との外出援助も行
うようにしている。
また、家族様が了承
されている知人の方
等にも面会に来て頂
いている。

家族には毎月の利用料金の
支払いに来訪してもらうよ
うにしており、交流の機会
を持てるように支援してい
る。契約時より面会可能な
範囲を確認し面会に来訪し
てもらった方とは関係が継
続できるように働きかけを
行っている。利用者の話や
アンケート等から馴染みの
場所や人などを把握し、希
望の場所への外出など個別
支援で関係継続を支援して
いる。ボランティアの来訪
を受け継続してもらうこと
で利用開始後にできた馴染
みの関係継続も行うように
努めている。

19

来設して頂きやすい
ように面会時間は制
限していないが、職
員数が少ない時間帯
等は事前のご連絡を
お願いしている。基
本的には家族様に月
１回利用料のお支払
に来設頂き、近況を
お伝えするようにし
ているが、なかなか
来設できない家族様
もおられるので、手
紙や電話等で近況を
お伝えするようにし
ている。居室担当職
員からの消耗品依頼
等の連絡を通して、
ホームにお越し頂け
るような対応に努
め、ご面会時の居心
地の良い空間作りに
も配慮している。
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認知症対応型共同生活介護グループホーム杜の里 評価結果確定日平成27年4月28日

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひとり
が孤立せずに利用者同士が関わり合い、
支え合えるような支援に努めている

○関係を断ち切らない取組み

　サービス利用（契約）が終了しても、これ
までの関係性を大切にしながら、必要に応
じて本人・家族の経過をフォローし、相談
や支援に努めている

22

契約終了後でも、ご
相談等があれば電話
等して頂いてよい旨
をお話ししている。
入院された場合に
は、必要に応じて情
報を提供したり、可
能な限りお見舞いに
伺うようにしてい
る。お亡くなりにな
られた場合には、葉
書等で家族様の近況
を伺わせて頂くよう
にしている。

21

利用者様は他者の障
害を理解しにくい場
合が多く、トラブル
が起こることもある
が、職員が調整役と
なって説明できる範
囲でお話しし、共に
生活する家族のよう
な存在となれるよう
サポートしている。
朝の体操やレクリ
エーション、ティー
タイム、誕生日会等
を通して、程よく関
われる時間が持てる
よう援助している。
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認知症対応型共同生活介護グループホーム杜の里 評価結果確定日平成27年4月28日

Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

○思いやり意向の把握

　一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意
向の把握に努めている。困難な場合は、
本人本位に検討している

○これまでの暮らしの把握

　一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし
方、生活環境、これまでのサービス利用の
経過等の把握に努める

24

認知症介護研究・研
修東京センター方式
の一部を活用し、生
活歴や経過等の把握
に努めている。入居
後は信頼関係を築き
ながら利用者様や家
族様から徐々に情報
収集しているが、職
員の把握能力には差
がある為、大切なこ
とは個別に注意を促
したり、書面にして
いつでも確認できる
ようにしている。

23 9

日々の利用者様との
関わりを通して信頼
関係を築き、ご自分
の思いや希望が表出
しやすい環境作りに
努めている。思いが
聞かれた時にはでき
るだけ対応するよう
にしているが、困難
だったりその時直ぐ
に対応できない時も
あるので、利用者様
と話し合い、代替策
をご提案したり一緒
に予定を立てるよう
にしている。その内
容は個別記録に残
し、職員が共有でき
るようにしている。
意思疎通が困難な利
用者様の場合は、表
情や反応を観察し、
家族様からも情報を
頂きながら探るよう
にしている。

利用者へのアンケート調査
を聞き取りなどで行い、思
いや意向を把握する取り組
みを定期的・継続的に行っ
ている。認知症の進行等に
より自ら思いや意向を言葉
で伝えることが困難な状態
であっても表情や行動、行
動・支援時に発した言葉等
を記録として残し、職員間
で情報共有を図り、利用者
が言葉として発することが
ない思いや意向を把握する
ように努めている。
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認知症対応型共同生活介護グループホーム杜の里 評価結果確定日平成27年4月28日

○暮らしの現状の把握

　一人ひとりの一日の過ごし方、心身状
態、有する力等の現状の把握に努めてい
る

○チームでつくる介護計画とモニタリング

　本人がより良く暮らすための課題とケア
のあり方について、本人、家族、必要な関
係者と話し合い、それぞれの意見やアイ
ディアを反映し、現状に即した介護計画を
作成している

26 10

利用者様や家族様の
ご意向を確認した上
で、定時や状態急変
時等のアセスメント
とサービス担当者会
議で出た意見を基
に、計画作成担当者
が介護計画を作成し
ている。作成した介
護計画は、職員がい
つでも確認すること
のできる個別ファイ
ルに閉じるようにし
ている。プラン作成
後は、毎月の職員会
議でニーズや援助方
法が利用者様の現状
に即しているかどう
か意見交換し、今後
の介護計画の作成に
反映させている。内
科・歯科医や歯科衛
生士、鍼灸師等の関
係者とも連携して、
利用者様一人ひとり
の課題が解決できる
介護計画の作成に努
めている。

計画は利用者・家族の要望
に基づき担当者会議での関
係者の意見が反映された個
別具体的な計画書が作成さ
れており、地域密着型サー
ビス計画書は１・２・３
（日課表）があり、作成当
初には全職員が内容確認し
支援にばらつきが生じない
ように配慮されている。回
覧した計画書は各ユニット
で計画書ファイルにファイ
リングし、いつでも職員が
見て確認することができる
ようにしている。モニタリ
ング・評価を定期的に行い
現状に即した計画の策定を
行い支援が適切に行えるよ
うになっている。計画に
沿って支援した内容につい
ては、介護記録に手書きで
経過記録を時系列にに記載
している。健康管理表は内
服薬やバイタルチェックが
記載されている。計画の日
課表を基にチェック表を記
載し計画に沿った支援が行
われていることが確認でき
る。施設介護経過の記録に
利用者の日々の様子や変
化・観察したことが明記さ
れており、医療系・介護系
の記録が明確に分かるよう
に色分けされ工夫されてい
る。

25

利用者様一人ひとり
の毎日の心身の状態
を観察しながら関わ
り、気になる変化は
個別記録に記載し、
朝・夕の申し送りや
職員連絡ノートを活
用して情報の共有に
努めている。
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認知症対応型共同生活介護グループホーム杜の里 評価結果確定日平成27年4月28日

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づき
や工夫を個別記録に記入し、職員間で情
報を共有しながら実践や介護計画の見直
しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

　本人や家族の状況、その時々に生まれ
るニーズに対応して、既存のサービスにと
らわれない、柔軟な支援やサービスの多
機能化に取り組んでいる

○地域資源との協働

　一人ひとりの暮らしを支えている地域資
源を把握し、本人が心身の力を発揮しな
がら安全で豊かな暮らしを楽しむことがで
きるよう支援している

28

医療機関と連携を図
り、血糖値測定や尿
道カテーテル管理等
を要する方の援助を
行っている。できる
だけ要望に応じた受
診介助やご自宅への
送迎、買い物代行等
の援助が行えるよ
う、可能な限りフ
リー職員を配置する
ようにしている。

27

利用者様の日々の様
子や心身の状態の変
化が把握しやすい記
録の仕方についての
勉強会を行ってい
る。、個別記録の中
からケアのヒントを
得て実践に繋げるよ
うにしているが、職
員の記録・情報収集
能力には差がある
為、他職員が書いた
記録を読んだり、観
察や気付きを大切に
する利用者様との関
わり方を指導してい
る。記録は自分達が
提供したケアの証明
であることの理解を
深め、書き易く誰に
でも分かり易い記録
に取り組んでいきた
い。

29

ホーム近隣に住宅や
店舗が少ないので、
広報を確認したり、
町内会や地域包括支
援センターの方等か
ら地域行事や催し物
の情報を頂いて、で
きるだけ参加するよ
う援助している。３
Ｂ体操講師等の地域
のボランティアの方
や保育園児、中学生
にも訪問して頂いて
いる。
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認知症対応型共同生活介護グループホーム杜の里 評価結果確定日平成27年4月28日

○かかりつけ医の受診診断

　受診は、本人及び家族等の希望を大切
にし、納得が得られたかかりつけ医と事業
所の関係を築きながら、適切な医療を受
けられるように支援している

○看護職員との協働

　介護職員は、日常の関わりの中でとらえ
た情報や気づきを、職場内の看護職員や
訪問看護師等に伝えて相談し、個々の利
用者が適切な受診や看護を受けられるよ
う支援している

30 11

入居前に内科・歯科
等のかかりつけ医や
救急搬送病院に関す
る希望を確認し、協
力医療機関以外でも
できるだけ入居前か
らの医療が継続でき
るように支援してい
る。基本的に訪問診
療で対応させて頂い
ているが、利用者様
の心身の状態に応じ
て必要な検査や診療
が受けられるよう、
専門病院・科の受診
も援助している。利
用者様の病状によっ
てや看取り介護期に
は、２４時間対応可
能な医療機関をお願
いしている。

希望のかかりつけ医の受診
ができ、かかりつけ医の往
診を受けることもできるよ
うに支援している。事業所
の協力医師の来訪でも健康
管理をしてもらっている。
専門病院への受診も行い疾
患管理を行っている。緊急
時は、24時間対応の医療機
関の医師の往診も受けるこ
とができるようになってい
る。家族から医療系の相談
があれば利用者の状態に応
じて適切な医療機関の受
診・往診ができるように事
業所から支援している。利
用者の些細な状態の変化を
見逃さないように日常的な
観察を十分に行い、早めの
対応を行い緊急の受診や急
変につながらないようにし
ている。排便コントロール
で薬を使用せず、食事や水
分摂取に配慮するようにし
ている。オリゴ糖の使用で
便秘の改善を図る取り組み
を検討中である。

31

介護職員は利用者様
の病状の小さな変化
でも積極的に看護師
に報告・相談するよ
うにしている。看護
師は利用者様個々の
主治医と連携を図り
ながら服薬管理や適
切な処置を行い、介
護職員の指導に当
たっている。内服薬
や軟膏処置等の変更
時には、必ず職員連
絡ノートと個別の健
康管理表に記載し、
周知徹底を図るよう
にしている。
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認知症対応型共同生活介護グループホーム杜の里 評価結果確定日平成27年4月28日

○入退院時の医療機関との協働

　利用者が入院した際、安心して治療でき
るように、また、できるだけ早期に退院で
きるように、病院関係者との情報交換や相
談に努めている。又は、そうした場合に備
えて病院関係者との関係づくりを行ってい
る

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

　重度化した場合や、終末期のあり方につ
いて、早い段階から本人・家族等と話し合
いを行い、事業所でできることを十分に説
明しながら方針を共有し、地域の関係者と
共にチームで支援に取り組んでいる

　利用者の急変や事故発生時に備えて、
全ての職員は応急手当や初期対応の訓
練を定期的に行い、実践力を身に付けて
いる

32

入院時にはできるだ
け早期に介護・看護
サマリーを提出し、
病院からの問い合わ
せ等にも対応してい
る。担当相談員や看
護師との情報交換に
努め、面会に伺った
りカンファレンスに
参加させて頂くよう
にし、できるだけ良
い状態で早期に退院
できるよう援助して
いる。

34

マニュアルを作成し
て職員がいつでも閲
覧できるように備え
ている。事故発生時
の対応については入
職時に説明し、定期
的に急変時の対応の
デモンストレーショ
ンを行っている。救
命措置の経験の無い
職員には、消防署の
普通救命講習Ⅰの受
講を勧めている。

33 12

終末期にホームでで
きること等を明示し
た「看取りの指針」
を契約時に説明し、
同意を得ている。利
用者様の重度化が予
測された段階で家族
様のご意向も確認さ
せて頂き、医療機関
との連携強化に努め
ている。また、職員
が不安なく看取りに
取り組めるよう、定
期的な勉強会も行っ
ている。

ターミナルケアとしてマ
ニュアルを作成している。
看取り介護が必要となった
時には説明書に沿って説明
し、看取り介護についての
同意書で同意を得て支援を
行っている。看取りの診断
を医師に行ってもらい、看
取りの診断書をもとに話し
合いを行い、具体的な看取
りの日課計画表を基に時間
に沿った支援を行ってい
る。２年で3名の看取りを
行ったが、看取りの指針に
従い、職員は利用者が落ち
着いて最後まで過ごすこと
ができるように支援に努め
ている。
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認知症対応型共同生活介護グループホーム杜の里 評価結果確定日平成27年4月28日

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜
を問わず利用者が避難できる方法を全職
員が身につけるとともに、地域との協力体
制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

○一人ひとりの人格の尊重とプライバシー
の確保

　一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプラ
イバシーを損ねない言葉かけや対応をし
ている

36 14

利用者様一人ひとり
の生活歴や認知症の
状態に合った言葉掛
けや援助方法に心掛
け、日常のケアの中
で職員の気になる対
応や不適切な言葉掛
けがあれば、その都
度注意したり職員会
議で適切なケアにつ
いて話し合うように
している。朝・夕の
申し送り時に、言葉
掛けに配慮する意識
を持つよう職員間で
促し合っている。

研修年間計画に個人情報保
護、プライバシー保護の研
修を盛り込み理解を深めて
いる。普段はトイレ介助の
時、認知症の症状で脱衣行
動がある時の対応、入浴が
自力で行える利用者の見守
りの方法など利用者への
日々の細かな支援、利用者
個別の状況に合わせた尊厳
やプライバシーに配慮した
支援が行われるように努め
ている。排便の状況や量を
大きな声で話している際に
は、その場その場で注意を
促しプライバシーに配慮し
た支援を心掛けて行うよう
にしている。

35 13

職員数の少ない夜間
の対応ができている
ことが大切との消防
署アドバイスによ
り、この２年間は夜
間の火災発生を想定
した消防訓練に取り
組んできた。職員か
らもできるだけ訓練
を行いたいとの意見
があり、消防訓練を
年２回から３回増や
し、全職員が同じ対
応能力を身につけら
れるように努力して
いる。非常持出袋を
常備し、地域の方に
もご協力頂けるよう
お願いしている。

年２回の訓練を実施してい
たが、職員からの意見や提
案で年３回の訓練の実施を
行うようになっている。回
数を重ねることで全職員が
落ち着いて対応することが
できるように備えている。
消防署の指導により昼間は
職員数も多く対応がしやす
いため夜間想定の訓練をこ
こ数回は行っている。地
震・土砂崩れの災害想定で
の訓練も実施している。火
災通報装置の設置で通報、
初期消火・避難を系統だて
た対応ができるように訓練
を重ねている。
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認知症対応型共同生活介護グループホーム杜の里 評価結果確定日平成27年4月28日

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

　日常生活の中で本人が思いや希望を表
したり、自己決定できるように働きかけて
いる

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先するので
はなく、一人ひとりのペースを大切にし、そ
の日をどのように過ごしたいか、希望に
そって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれがで
きるように支援している

38

共同生活の中で可能
な限り利用者様一人
ひとりの生活リズム
や主体性を尊重し、
その人らしい日々の
過ごし方ができるよ
う、柔軟な対応に努
めている。病状や天
候等によって対応で
きないこともあるの
で、できるだけ納得
できるようお話しさ
せて頂き、他の過ご
し方をご提案するよ
うにしている。

37

職員が一方的に決め
てしまうことのない
よう選択肢を用意し
たり、思いや希望を
表出しやすい場面設
定の援助を行ってい
る。言葉の理解や表
現が困難な方に対し
ては、表情や言動を
観察しながらゆっく
りと待つ姿勢に努め
ている。

39

女性利用者様には外
出や行事、誕生日会
の時等にお化粧を勧
めたり、希望を確認
しながら好みの服装
ができるよう援助し
ている。男性利用者
様には、髭剃り・整
髪の声掛けやＴＰＯ
に合わせた服装の援
助を行っている。ま
た、理美容の際には
利用者様ご自身や職
員が希望を伝え、お
しゃれを楽しんで頂
けるようにしてい
る。
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認知症対応型共同生活介護グループホーム杜の里 評価結果確定日平成27年4月28日

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人ひ
とりの好みや力を活かしながら、利用者と
職員が一緒に準備や食事、片付けをして
いる

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分量が一
日を通じて確保できるよう、一人ひとりの
状態や力、集会に応じた支援をしている

○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎
食後、一人ひとりの口腔状態や本人の力
に応じた口腔ケアをしている

41

利用者様の体格や運
動量、病歴、咀嚼・
嚥下状態等を考慮
し、主治医とも相談
しながら利用者様一
人ひとりの状態に
合った食事量や形態
での提供に努めてい
る。摂取量は毎日記
録に残し、毎月初め
に体重測定し、変動
に応じて食事量の見
直しを行い、必要に
応じて捕食援助も
行っている。脱水予
防の為、手作りの経
口補水液を入浴後等
に提供している。

40 15

利用者様の希望を取
り入れた手作り食や
おやつの取り組みを
継続し、毎回評価や
反省点を書き残して
次に活かせるように
している。可能な利
用者様と食材を一緒
に買いに行ったり、
食事の準備から片付
けまでの中で利用者
様が得意な作業に参
加して頂けるように
工夫している。ホー
ム菜園で収穫できた
季節の野菜を食材と
して使用し、職員も
共に味わっている。
昼食前の嚥下体操も
継続している。

行事として鍋料理で忘年会
をユニット毎に行い季節を
感じ、食べる楽しみを持て
るように支援している。事
業所の菜園で職員と一緒に
利用者が世話をした野菜を
使ったメニューで調理
し、、季節感を味わうよう
にしている。週２回は利用
者の希望や季節を考え献立
をたてて利用者と共に楽し
む機会を持つようにしてい
る。また、おやつ作りを利
用者・職員一緒に行い利用
者と共に楽しんでいる。近
隣の方からの野菜の差し入
れもあり食材として使用し
ている。

42

毎食後に利用者様の
能力に合わせた口腔
ケアの声掛けや見守
り、介助を行い、口
腔内の清潔保持に努
めている。月１回訪
問歯科衛生士にケア
して頂き、職員は気
になることを相談し
たり、利用者様一人
ひとりのケアのポイ
ント等を指導しても
らっている。
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認知症対応型共同生活介護グループホーム杜の里 評価結果確定日平成27年4月28日

○排泄の自立支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一
人ひとりの力や排泄パターン、習慣を活か
して、トイレでの排泄や排泄の自立に向け
た支援を行っている。

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲
食物の工夫や運動への働きかけ等、個々
に応じた予防に取り組んでいる

43 16

個別のチェック表で
排泄パターンを把握
し、その方に合った
声掛けや誘導を行っ
ている。尿意や便意
の訴えが聞かれた時
やサインに気付いた
時には、できるだけ
早くトイレにお連れ
するようにしてい
る。また、尿意があ
る時間帯にはできる
だけ紙パンツを着用
しない援助に努め、
可能な限り排便のコ
ントロールを図っ
て、不快な時間が長
くなったり失敗によ
る不潔行為等が減ら
せるように努めてい
る。

利用者個別の排泄状況・パ
ターンを把握し、個別の支
援を行っている。利用者の
排泄状況や希望から布の下
着を使用する方からオムツ
着用まで個別に適切な使
用・支援を行っている。

44

日課の中に体操や散
歩を取り入れたり、
朝食に果物やヨーグ
ルトを提供する等し
て便秘の予防に努め
ているが、便秘傾向
が強い方もおられる
ので、医師の指示の
下で必要な下剤服用
援助を行っている。
今後、オリゴ糖の使
用等、腸内環境を整
える援助も検討して
いきたい。
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認知症対応型共同生活介護グループホーム杜の里 評価結果確定日平成27年4月28日

○入浴を楽しむことができる支援

　一人ひとりの希望やタイミングに合わせ
て入浴を楽しめるように、職員の都合で曜
日や時間帯を決めてしまわずに、個々に
応じた入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその時々の状
況に応じて、休息したり、安心して気持ち
よく眠れるよう支援している

45 17

活動量や年齢、体調に応じ
て利用者の希望を聞きなが
ら入浴回数を決めている。
入浴拒否傾向にある方も声
かけの場面や声かけ方法、
声かけの時間、人などそれ
ぞれ対応方法を工夫し清潔
が保てるように支援してい
る。異性介助を嫌がる方は
同性介助をしている。

46

基本的に利用者様一
人ひとりの生活習慣
で午睡や就寝して頂
くようにしている。
意思表示が困難な方
の場合には、日々心
身の状態を観察し
て、その方の必要な
休息・睡眠時間に合
わせた援助を行うよ
うにしている。中途
覚醒された際には、
飲み物等を提供し
て、再入眠を促すよ
うにしている。

入浴曜日は利用者様
の外出日や往診日、
活動量や皮膚の状態
等を考慮して職員が
決めているが、希望
やその日の体調に応
じて臨機応変に対応
している。湯温や浴
槽に浸かる時間等も
できるだけ好みに合
わせ、季節のゆず風
呂を楽しんで頂いた
り、冬季中は入浴剤
を使用して十分に温
まって頂けるように
援助している。
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認知症対応型共同生活介護グループホーム杜の里 評価結果確定日平成27年4月28日

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的や副
作用、用法や要領について理解しており、
服薬の支援と症状の変化の確認に努めて
いる

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を過ごせるよ
うに、一人ひとりの生活歴や力を活かした
役割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の
支援をしている

48

利用者様の一人ひと
りの能力の把握に努
め、役割を持って家
事作業等を行った
り、将棋や習字等の
得意分野で力が発揮
できるような場面作
りに心掛けている。
歌の好きな方にはカ
ラオケを用意した
り、仏壇のお花やお
供え物の買い物援助
も行っている。

47

服薬前の薬袋等の名
前確認や服用時の見
守りを確実に行い、
必要な薬が適切に服
用できる援助に努め
ている。職員が薬の
作用・副作用や注意
点をいつでも確認で
きるように個別の服
薬一覧表を作成し、
変更等があれば書き
換えている。
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認知症対応型共同生活介護グループホーム杜の里 評価結果確定日平成27年4月28日

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそって、戸
外に出かけられるよう支援に努めている。
また、普段は行けないような場所でも、本
人の希望を把握し、家族や地域の人々と
協力しながら出かけられるよう支援してい
る

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つことの大切さ
を理解しており、一人ひとりの希望や力に
応じて、お金を所持したり使えるように支
援している

50

お金の管理が可能な
方は自己で所持して
頂き、外食や買い物
等の際にご自分で支
払えるよう援助して
いる。個々のお小遣
い帳を作成して担当
職員が一緒に残金を
確認し、出納状況を
家族様にも報告させ
て頂くようにしてい
る。

49 18

体力的に困難だった
り外出を好まれない
方もおられるが、希
望を確認しながら、
近隣の散歩にお連れ
したり玄関や裏庭で
の外気浴援助を行っ
ている。季節毎の行
楽行事や地域のイベ
ント、個別の買い
物・外食援助等でで
きるだけ戸外に出掛
ける機会が持てるよ
う援助している。ま
た、家族様との外
出・外泊時には、希
望に応じて送迎のお
手伝いをさせて頂い
ている。

年間行事計画では春・秋の
遠足で季節に応じた外出の
援助を計画的に実施してい
る。花見や運動会の見学、
秋祭りのだんじり観覧など
地域に出向いて外で過ごす
機会を楽しめるように支援
している。普段は周辺の散
歩や事業所建物横の菜園の
世話などで外で過ごす機会
も日常的に行っている。毎
日ラジオ体操を実施し機能
低下予防にも努めている。
最近は歌体操を取り入れ
行ったり、風船バレーや
ペットボトルボウリング、
カラオケなどレクレーショ
ンとしての日常的な楽しみ
を持ち屋外でストレス発散
するだけでなく、屋内でも
ストレス発散や気分転換を
図っている
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○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電話をし
たり、手紙のやり取りができるように支援
している

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）は、利用者にとって不
快や混乱をまねくような刺激（音、光、色、
広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ご
せるような工夫をしている

52 19

職員は、リビングや
トイレ、浴室等の共
有の空間が衛生的に
気持ちよく使用でき
るよう、換気や日々
の清掃分担を確実に
行うようにしてい
る。リビングには、
利用者様の写真や作
品を貼ったり、季節
の花等を飾ったり、
好みの音楽を流した
りして、くつろぎな
がら雑談を楽しんだ
り、ソファーで横に
もなれるよう援助し
ている。また、調理
の音や匂いを感じる
ことができ、室温や
湿度、採光にも注意
を払って、生活感や
温もりのある空間作
りに心掛けている。
車椅子の方が多く
なっている為、でき
るだけ移動しやすい
よう利用者様と話し
合いながらテーブル
や椅子の配置を決め
ている。

清潔な環境と明るい共有ス
ペースは利用者全員で過ご
すことができるだけでな
く、椅子やテーブルの配置
には利用者の状況や利用者
間の関係を考え過ごしやす
いように工夫している。ま
た、利用者が思い思いに過
ごせる居心地の良い場所も
用意されている。壁面には
利用者と共に作った作品や
写真を飾ったり季節の花を
活けたりと季節感を感じ、
居心地よく過ごせるように
配慮されている。利用者が
くつろがれている様子が見
えるキッチンから職員の姿
や調理の臭いが感じられ家
庭的な雰囲気である。

51

電話使用可能な時間
帯内で、希望に応じ
て職員室の電話を利
用して頂いている。
また、手紙等を書く
練習や投函等をお手
伝いして、大切な人
との繋がりが途切れ
ないように支援して
いる。
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○共用空間における一人ひとりの居場所
づくり
　共用空間の中で、独りになれたり、気の
合った利用者同士で思い思いに過ごせる
ような居場所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、本人や
家族と相談しながら、使い慣れたものや好
みのものを活かして、本人が居心地よく過
ごせるような工夫をしている

○一人ひとりの力を活かした安全な環境
づくり
　建物内部は一人ひとりの「できること」や
「わかること」を活かして、安全かつできる
だけ自立した生活が送れるように工夫して
いる

54 20

使い慣れた家具や道
具等は、安全面を考
慮した上で配置場所
を相談し、できるだ
け使用して頂けるよ
う援助している。使
用はできるがご自分
での保管は難しい場
合等には、職員室で
物品をお預かりし、
必要な時にお渡しす
るようにしている。
大切な人の写真や思
い出の品物、仏壇等
も持参して頂き、そ
の人らしい生活空間
作りに努めている。
居室内の物が多すぎ
ると混乱される場合
もあるので、家族様
と相談しながら必要
な物を徐々に揃えて
いく等の工夫も行っ
ている。

利用者の身体状況や好みな
どに配慮しながら馴染みの
使い慣れた家具を配置し、
安全で安心して過ごせる空
間作りを行っている。自宅
とのギャップを感じさせな
いように家族と相談し、利
用者の現状に合わせた物品
に調整し、利用者がその人
らしく過ごせるように工夫
している。

53

日中はリビングで過
ごされる方が多い
が、居室で独りにな
りたい時やリビング
で趣味の活動をした
い等、できるだけ思
い思いの場所で過ご
して頂けるよう援助
している。できるだ
け利用者様間のトラ
ブル等が予防できる
よう、プライバシー
に配慮しながら職員
がさり気なく見守る
ようにしている。

55

１・２階の移動に
は、歩行能力に応じ
て階段とＥＶを使い
分けて援助してい
る。利用者様一人ひ
とりの身体能力に応
じた作業や活動が行
えるよう、安全面に
配慮した環境整備に
心掛け、消毒液や刃
物類等の管理の徹底
に努めている。
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Ⅴ　アウトカム項目

○

○

○

○

○

○

○

○

○

56
職員は利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる

①ほぼ全ての利用者の
②利用者の３分の２くらいの
③利用者の３分の１くらいの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④
ほとんど掴んでいない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場
面がある

①毎日ある
②数日に1回ある
③たまにある
④ほとんどない

58 利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生きし
た表情や姿がみられれている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④
ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけて
いる

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④
ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④
ほとんどいない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④
ほとんどいない

63
職員は、家族が困っていること、不安なこと、
求めていることをよく聞いており信頼関係がで
きている

①ほぼ全ての利用者と
②利用者の３分の２くらいと
③利用者の３分の１くらいと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④
ほとんどできていない

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や
地域の人々が訪ねてきている

①ほぼ毎日のように
②数日に1回程度
③たまに
④ほとんどいない
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○

○

○

○

65
運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、事
業所の理解者や応援者が増えている

①大いに増えている
②少しずつ増えている
③あまり増えていない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④
全くない

66 職員は活き活きと働けている

①ほぼ全ての職員が
②職員の３分の２くらいが
③職員の３分の１くらいが
④ほとんどいない

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

68
職員からみて利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

①ほぼ全ての家族が
②家族の３分の２くらいが　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③
家族の３分の１くらいが
④ほとんどできていない
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